
劣化度の評価基準

１．評価基準の基本的な考え方

＜４段階評価の考え方＞

＜４段階の経過年数の考え方＞

＜各評価の状態と範囲の考え方＞

２．劣化度評価点の考え方

劣化度評価点 = 経過劣化度 + 構造部劣化度 + 部位別劣化度 (屋根・屋上 + 外壁 + 内部 + 機械設備 + 電気設備)
※ 1000点満点

経過劣化度 = （構造別の使用年数 - 建物の経過年数) / 構造別の使用年数 × 100
※ 0点を最低とする

屋根・屋上 外壁 内部 機械設備 電気設備

A 200 200 200 100 100 100

B 150 150 150 75 75 75

C 80 80 80 40 40 40

D 20 20 20 10 10 10

【例】

棟名 建築年

庁舎 1980

屋根・屋上 外壁 内部 機械設備 電気設備

A B C B A

屋根・屋上 外壁 内部 機械設備 電気設備

200 150 40 75 100
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部位別劣化度構造部
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施設名

久喜市役所

経過年数

評価

劣化度評価点
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構造
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構造部劣化度

構造別の使用年数

50

構造部
劣化度

経過
劣化度

16.00 200


